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非平衡プラズマは、食糧問題を解決に寄与す

る方法として期待されている。室温で多量の化

学的活性種を植物に照射することで、成長促進

に関わる生体応答の誘起や、病害細菌の殺滅菌、

有害分子の分解などが期待されている。筆者ら

は、種子への大気圧空気プラズマの照射により、

植物の発芽から初期成長、収穫量向上が見られ

ることを明らかにした[1-6]。種子へのプラズマ

ではプラズマから輸送された活性酸素窒素種

（RONS）が種子へ吸収されて、種子内部の生

体応答を誘起すると考えられる。ここでは、カ

イワレ種子の体長に対するプラズマ照射下の

種子の数密度の効果を調べた。 

本研究では、照射対象として生育期間が短い

カイワレダイコン(Raphanus sativus L.)の種子を

用いた。種子へのプラズマ照射には、スケーラ

ブル誘電体バリア放電装置を用いた[1]。用いた

ガスは空気であり、放電電力密度は 3 W/cm2

である。電極と種子の距離を3 mmとした。用い

たガスは空気であり、放電電力密度は 3 W/cm2

である。 

まず、プラズマからのROSおよびRNSの照射

量を、KI法及びpH計測法により評価した。

KI-starch溶液へのプラズマ照射による色変化か

ら、ROSドーズを、純水へのプラズマ照射によ

るpH変化からRNSドーズを評価した。各方法に

よるROS、RNSドーズ量はそれぞれ、6.10x1023 

molecules/cm2、2.44x1023 molecules/cm2であった。

電極下4 cm2に置いた種子の数を変えて、プラズ

マを照射したのち、暗室下で3日間純水で水耕

栽培したのち体長を計測し、未照射サンプルの

体長との比を評価した。 

プラズマからのRONS照射を種子が均等に吸

収したと仮定して、種子1個当たりのRONSドー

ズ量を評価して、体長の比とRONSドーズ量を

比較した。結果を図２に示す。得られた結果よ

り、RNSドーズ1x1023 molecules/seed, ROSドーズ

3x1023molecules/seedで成長促進を示すことを明

らかにした。 
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図1. 種子１個当たりの推定RONSドーズと

成長促進度の関係。データ点の半径の大き

さが未照射サンプルの体長で規格化したプ

ラズマ照射サンプルの体長の比を示す。 


